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2026年３月期第２四半期（中間期）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、2025 年５月８日に公表いたしました 2026 年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予

想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

  

記 

 

１．2026 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想の修正（2025 年４月１日～2025 年９月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 
百万円 

20,600  

百万円 

  490  

百万円 

610  

百万円 

410  

円  銭 

29.38  

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 20,300  360  870  530  37.98  

増 減 額 (Ｂ－Ａ) △300  △130  ＋260  ＋120   

増 減 率 (％) △1.5  △26.5  ＋42.6  ＋29.3   

(ご参考)前期第２四半期実績 
（2025年３月期第２四半期） 

17,098  554  976  659  47.25  

 

２．修正の理由 

物価高による消費者の節約志向の強まりを背景に一部で買い控えの動きが見られること、特に

水産物価格が高騰していることなどから、当社グループの中核事業である小売事業および魚力商

事株式会社が行う卸売事業のうち国内スーパーマーケット向けや地方荷受への販売などにおい

て影響があり、売上高は計画値を若干下回る見込みです。減収に伴い売上総利益が減少したため、

販売管理費は概ね計画通りでしたが、営業利益が計画を下回る見込みです。一方、経常利益は投

資有価証券売却益が増加したため当初計画を上回る見込みです。これらにより、親会社株主に帰

属する中間純利益は当初計画を上回る見込みです。 

なお、第３四半期以降について、当社最大の商戦である年末年始が含まれ、この期間の営業実

績が業績に大きな影響を与えることから、通期の業績見通しについては現時点での修正は有りま

せん。 

 

以  上 


